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―新年のご挨拶― 坂井勝也

■ 昨年は新型コロナ禍の厳しい一年でしたが、会

員の皆様はコロナに対峙し、よいお正月をお迎えの

こととお喜び申し上げます。

昨年は新型コロナウイルスの感染予防のため、大

橋先生の講座も出来なくなりましたが、ワクチンの

開発が進み、アメリカやイギリスではすでに接種が

始まっており、日本でも 4・ 5月には接種可能にな

るようです。

本年度は、皆さま待望の大橋先生の講義が開催で

きるものと期待しています。さらに、吉永・大串さ

んの案内による古窯跡探訪も第 7回目を予定してい

ます。

また、前田さんによる有田八十八ヶ所札所巡りは、

今年も運動不足解消を兼ね実施予定です。前回の 19

番札所では有田で最初にタイルを焼いた松尾徳助の

磁器製の墓で黒崎の教会のタイルに話がおよび新し

い発見があり、今後も楽しみです。

本年度は最良の年になるよう、コロナに負けない

体力づくりを兼ねて歴史の探究者として共に励みま

しょう。今年も宜しくお願いいたします。

■ 昨年はスタート早々新型コロナウイルスの感染

拡大に阻まれ恒例の食事会は中止、例会の開催も蜜

を避けるため断念せざるを得なくなり予期せぬ年に

なりました。

今年も屋外での活動は町内におけるコロナ感染の

状況を見ながら継続の予定ですが、無理のない範囲

でご参加をお願いいたします。外出自粛は続きます

が、各々体調管理に努め感染予防の徹底をお願いい

たします。

本年度も残すところ 3ヵ月になりました。

事務局として皆様の期待に少しでも応えられるよ

う、今年もコロナに負けない強い決意をもって、日々

油断することなく取り組む所存です！

今後の史談会への希望や提案など、

皆様の率直な声をお聞かせ下さい。

お待ちしています。

今年も宜しくお願いいたします。

■ 年末の 12月 23日、大串さん・吉永さんの案内で

幸平・白川・稗古場地区を見学しました。坂井、井手、

山口、中村が参加しました。

陶山神社に集合し、白焼窯跡、谷窯跡を見学、車で

移動して天狗谷窯跡、中白川窯跡、下白川窯跡を見学

後、百婆仙ゆかりの稗古場窯跡、天神山窯跡まで回り

解散しました。

次回１月下旬は、岩谷川内（天神町窯跡、猿川窯跡、

長吉谷窯跡）と上南山（ムクロ谷窯跡、樋口窯跡、源

左衛門窯跡）を予定しています。


